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心身の健康に不安を感じているのは1～ 2割程度
身体面では7.6%、 精神面では16.9%が健康に不安を感 じている
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高校から大学、大学から社会への移行に不安が大きい
「進路、就職等」56.4%、 「勉強」32.8%、 「対人関係」18.8%が 三大不安

相談相手……………………"………………………………………"…・ 0
相談相手は「友人」か「家族」、相談相手が浮かばない学生も
「友人」66.8%、 「家族」41.2%の一方で
「相談できる人がいない」6.0%、 「誰に相談してよいかわからない」6.3%

通学日数…………………………………………………………“"……

週あたり5日以上通学している学生が6割
最多は週5日 (37.8%)、 毎日通学している学生も2.4%

食生活……………………… …̈……………………………………………・

男性は「価格」重視、女性は「栄養 0バランス」重視
44.8%の男性は「価格」重視、女性は33.6%が 「メニュー」、30.2%が 「栄養バランス」重視

昼 食…………………………………………………"…………………・ ①

早稲田キャンパスでは教室、大久保では研究室でとる
早稲田キャンパスでは教室で昼食をとるのが60.2%、 大久保キャンパスでは研究室が27.5%

大学の飲食環境………………………………“………………………"00
戸山では座席不足、大久保では値段が不満の主因
戸山で57.1%が座席不足を、大久保で33.1%が値段を不満足の理由としている
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gコ亜動 心身の健康に不安を

感じているのは1～ 2割程度
心身の健康

昨年度までは、心身の健

康 を尋ねる質問項 目は一

つにまとめられてきました

が、本年度の調査では、身

体面での健康と精神面での

健康 と分けて尋ねていま

す。

身体面での健康について

は、回答者の 6割以上が

「健康である」、 3割以上が

「ほぼ健康である」 と回答

してお り、不安を抱えてい

るのは 1割に満たないのに

対 して、精神面での健康に

ついては、「健康である」の回答は 5割に届かず、

「健康ではない」と「あまり健康ではない」 との

回答をあわせると、 6人に一人が精神面での健康

に不安を抱えていることが示されています。この

回答傾向は学部 。大学院学生別、性別、所属箇所

別、出身地別などで有意な差が見られません。

身体面ではフ.6%、 精神面では16.9%が
健康に不安を感じている

無回答 0.1% 無回答 02%

ほぼ健康である

32.3%

なお、両者のクロス集計をみると、身体面と精

神面での健康は強い相関が示されています。他の

項目でも示されているように、心身の健康と大学

生活の充実度とは密接に関連していますので、健

康面での不安を早期に払拭することはとても重要

な課題になります。
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高校から大学、大学から社会への

移行に不安が大きぃ
不 安

学生生活で抱えている不安や悩みとしては、例

年と同じく「進路・就職」や「勉強」が多 くなっ

ています。「進路・就職」が全学的な問題になっ

ているのに対 して、「勉強」は特に基幹・創造・

先進理工学部 (い ずれも60%以上)で大 きな不

安や悩みとなっています。これは文化構想学部

(30.5%)や 文学部 (26.1%)と い う、いずれ も

2007年 に新設された学部の学生の回答と比べると

顕著な違いとなっています。

学年別の傾向をみると、学部 1年生では、「進

路・就職等」への不安はまだ大きくなっておらず、

それ以上に「勉強」を挙げる学生が多 くなってい

ます。また、「アルバイ ト」も他の学年よりも多

く挙げられています。「勉強」も「アルバイト」も、

高校生活から大学生活への適応をめぐる不安や悩

みの一つですので、先輩や教職員といった経験者

全   体
(5,948人 )

1   年
(1,289人 )

2   年
(1,303人 )

3   年
(1,450人 )

4   年
(1,027人 )

5年 以 上
(215人 )

博 士 課 程
(183人 )

「進臨 就職等」56.4%、 「勉強」32.8%、
「対人関係」18.8%が 三大不安

に積極的に相談してみることが一つの解決策にな

りそうです。

また 1・ 2年生に共通する不安や悩み として、

「留学」「対人関係」が多 くなっています。「留学」

は国際教養学部の学生 (22■ %)に特に顕著な不

安 となっている一方、「対人関係」は所属箇所の

区別が見られない、学内共通の不安になっている

ようです。

3年生になると「進路・就職等」への不安が急

速に高まります。実質的に秋から始まることが少

なくない就職活動について、十分な情報を得るた

めの積極的な行動が必要になりそうです。

大学院学生では、「進路 。就職等」や「勉強」

はもちろんのこと、特に「経済問題」に関する不

安や悩みが多 くなっているようです。
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相談相手は「友人」か「家族」、
相談相手が浮かばない学生も

相談相手
l-E l 66.870.

DrU\rdU\J 6,070.
「家族」41.2%の一方で「相談できる人
「誰に相談してよいかわからない」6.3%

不安や悩みの主な相談相手は「友人」が最も多

く、次に「家族」となっています。その中でも女

性は男性よりも「家族」に、一方、男性は女性よ

りも「先輩」に相談する傾向があるようです。男

性の場合、「相談 したくない」 という回答が女性

より有意に多 くなっている点が注目されます。

また学部 。大学院への進学の前に一旦社会に出

た経験を持っている学生の場合、「教職員」や「家

族」を相談相手に選ぶ傾向が他の学生より強くな

っています。ただし、学部学生と大学院学生いず

れも「相談できる人がいない」と回答 している学

生が一定数いるのが気がかりです。

なお、精神面での健康な状態にあるかどうかに

ついて尋ねた設間とのクロス集計を見てみると、

健康であると回答 した層と比較 して、健康に不安

を感じている層では「相談できる人がいない」「誰

に相談してよいか分からない」「相談 したくない」

という回答が有意に多 くなっている一方、「家族」

「友人」を相談相手としている層が有意に少なく

なっているようです。
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(%)

:全 体 :

412 160 144 60 63

33.7 139 15.3 3.1

522 19.2 11.1 9.1

53.8 9.7 83 9.7 69

集計

24.1 473 152 89

31.8 14.5 10.5 18.5

41.3 172 144 53 79 11,7

463 16.1 165 11.0 6.1



では抱えている不安や悩みと、その相談相手に

はどのような関係があるのでしょうか。不安や悩

みとして対人関係を挙げている回答者は「相談で

きる人がいない」「誰に相談 してよいか分からな

い」という回答が多 くなってお り、また性格・能

力を挙げている回答者は「相談 したくない」「誰

に相談してよいか分からない」という回答が多 く

なっています。いずれの場合も安定した人間関係

やあるがままの自分自身を受け入れてもらえる成

熟 した人間関係が構築されていない状況を示 して

いるようです。「勉強」や「進路・就職等」といっ

た従来から多いものだけでなく、適切な「人間関

係」の構築のための支援が大学の重要な機能にな

りつつあることが示されているといえそうです。
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週あたり5日以上通事
学生が6割

る
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通学日数
最多は週5日 (37.8%)、
毎日通学している学生も2.41%:

1週間平均での通学 日数は全体 としては 5日 以

上通学 している学生が 6割弱に達 していますが、

学年や所属箇所によって大 きな違いが見 られま

す。

文理別では理系の学生は7割以上の学生が週5

日以上通学しています。ただし文系の学生でも週

「6日 」「7日 」と通学している層も決して例外で

はないようです。

学   部

17

大 学 院

C回國■D

文   系
(2,419人 )

理   系
(753人 )

年

(692人 )

2 年
(696人 )

3
01

年
(744人 )

4 年
(562人 )

5年 以 上
(111人 )

４
　
通
学
日
数

修 士 課 程
(271人 )

博 士 課 程
(96人 )
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学年別でみると、 1年生は9割以上が週 5日 以

上通学していますが、 2年生に上がると週 4日 以

下しか通学していないという学生が急増 していま

す。大学院の場合、修士課程の学生の場合は週 5

日以上通学している学生が 6割弱に達している一

方、1専士課程の学生は週 3日 以下しか通学してい

ない学生がほぼ4割になっています。

また一般学生 と留学生 とを比べてみると、週

「 7日 」通学 している層が留学生で有意に多 くな

っている点も注目されます。

一 般 学 生
(3,080人 )

なお、週 6日 以上通学 している層では学生生活

の充実度の指標として「体育各部・サークルでの活

動」を挙げている回答が有意に多 くなっています。

単に授業 。実験といった勉強・研究だけでなく課外

活動の充実もまた学生生活の重要な要素になって

いる点を踏まえると、一定程度の出席日数が必要

であるといえそうですが、特に学部 3年生以上の

場合、大学以外の場所で過ごす日をどのように充

実させ、学業はもちろんのことその後のキャリア

に活かすかも視点として重要になってきています。

80 100(%)
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授業時間割変更により、授業スケジュールが立てやすくなります !

2009年 4月 から、授業の時間割が変更になります。教育のオープン化が進み、他学部の科目

を受講する学生が多くなり、現行の10分間の休み時間では移動教室が困難となってきています。

そこで大学では、この状況の改善に乗り出しました。休み時間の延長を含めた時間割の見直し

について検討を行った結果、下記のとおり変更となり、さらに授業が受けやすくなります !

4

通
学
日
数

現  行 変  更

1時限 9:00～ 10:30 9:00´‐10:30

休み時間 10分間 10分間

2日寺S艮 10:40～ 12:10 10140～ 12:10

休み時間 50分間 50分間

3日寺6艮 13:00～ 14:30 13:00～ 14:30

休み時間 15分 間

4日寺6艮 14:40～ 16:10 14:45～ 16:15

休み時間 10分間 15分間

5日寺6艮 16:20～ 17:50 16:30～ 18:00

休み時間 10分間 15分間

6日寺Ь艮 18:00～ 19:30 18:15～ 19:45

休み時間 10分間 10分間

7日寺Б艮 19:40～21:10 19:55～21:25

※朱字部分が変更

31

4.0 9.8 21.6

回 」3.2 7.5 23.7 38.7 16.1

60

0日 1日 7日

10分間



男性は「価格」重視、
女性は「栄養・バランス」重視

食生活

食生活全般の様子を見てみると、「三食きちん

と食べる」との回答が過半数となっている一方

で、「時間や回数が不規則である」との回答も3

割を超えており、心神の健康や安定した日常生活

の構築といった面で、大きな課題がありそうです。

性別で見ると、女性のほうが「三食きちんと食

三食きちんと食べる

55.7

C霧ヨD

44.8%の男性は「価格」重視、
女性は33.6%が「メニュー」、3口.2%が「栄養バランス」重視

べる」生活を送っています。また学年別で見てみ

ると、 1年生の段階では健全な食生活を送ってい

る学生が多いのに対 して、学年が上がるにつれて

「三食きちんと食べる」学生が減少 していること

が分・かります。

「
朝食以外は食べる 時間や回数が不規則である

132
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さらに身体面での健康に関する自覚と食生活の

状態とのクロス集計には、健康に不安を抱えてい

る学生ほど食生活が不規則になっていることが示

されています。

三食きちんと食べる 朝食以外は食べる 時間や回数が不規則である

健康ではない

(39人 )

あまり健康ではない

(203人 )

182

ほぼ健康である
(1,041人 )

128

健康である
(1,934人 )

13.3

第3章

20 40

注 目すべ きは通学に要する時間と食生活 との関

係です。通学時間が30分未満 と回答 している学生

の場合、食生活の不規則 さは顕著に示 されていま

す。一方通学時間が 1時間を超えている場合「三

食 きちんと食べる」学生が多 くなっています。 こ

60 80 100(%)

うした回答傾向からは大学の近くで一人暮らしを

している学生こそ、特に身体の健康のためにも食

生活の面での自覚と配慮、とりわけ朝食を確実に

とることが必要になっているという点が示されて

いるようです。

三食きちんと食べる 朝食以外は食べる 時間や回数が不規則である

30分 未 満
(670人 )

20.3

30～60分未満
(1,146人 )

13.1

60～ 90分未満
(751人 )

90～ 120分未満
(420人 )

５
　
食
生
活

120分 以上
(167人 )

20 40 60 80 100(%)

う
０

■
）

い

ださいん で
集計

は る のlDい

564385

369 44.8

513 359

25761.0

心
身
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い で か ?

ださい
集計

の んついて

39.939.9

31.2558

90 255655

25.112062.9



い さいの て

食生活の中で も夕食 に注 目してみると、6割以

上が「家族 または自分が作る」 と回答 しています

が、例えば性別でみると男性のほうが「食堂・店」

を利用している割合が有意に多くなっています。

さらに自宅外学生の場合、特に「 コンビニ 。弁当

屋・ファース トフー ド等で購入」の割合が高 くな

っています。なお学年による違いは特 にないよう

です。

食堂・店 コンビニ・弁当屋・ファーストフード等で購入 家族または自分が作る その他

G■劉ID

男   性
(1,841人 )

女   性
(1,391人 )

自   宅
(1,926人 )

自 宅 外
(1,306ン )ヽ

20 40 60 80 100(%)

また、食事の内容を決定するのにあたって優先

する項目については、男性の場合は「価格」を特

に重視 しているのに対 して、女性の場合は「メニ

ュー」「栄養バランス」を重視 しています。

食育が重視されてきている現在、価格だけでは

なく全体のバランスを考えた食生活の構築が、特

に一人暮らしの学生、とりわけ男性に求められて

いるといえそうです。

栄養バランス 「,-a- 待 ち時間 ¬ その他

全   体
(3,181人 )

290

５
　
食
生
活

男   性
(1,803人 )

女   性
(1,378人 )

196 135 626

/
230 12.9 60.3

154 143 65.9

自宅 。自宅外

150
―
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■

7.4 75.6

/ ./

266 43.7

の は を して め ま か 男女別

34

■■■■■■■

20

自由田
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早稲田キャン′

大久保では研 と●

昼 食

多 くの学生が大学周辺でとることになる昼食に

ついては、キャンパスごとに状況 と課題が異なっ

ているようです。

昼食代 として300円 ～ 500円 費や している学生

が半数に達していますが、早稲田キャンパスにつ

いては500円 ～ 700円の層が27.8%と 他キャンパス

に比べて有意に多 くなっています。これは早稲田

キャンパス周辺の飲食店で定食などを食べる学生

が多いことを示唆しているようです。

昼食をどこでとっているかについては、性別と

キャンパスの違いが顕著に見られます。男性はキ

ャンパス外の売店や飲食店に出かけるのが多 くな

っているのに対 して、女性はキャンパス内の売店

や飲食店を活用するか、弁当を持参する割合が高

くなっています。

一方、キャンパス別にみると、早稲田キャンパス

では「キャンパス内の飲食店」で昼食をとる割合

が非常に低 くなってお り、キャンパス内外の売店

で昼食を購入する割合が高 くなっているという特

早稲田キャンパスでは教室で昼食をとるのが60.2%、
大久保キャンパスでは研究室が27.5%

詈調調

曾□
の
健
康
と
学
生
生
活
に
つ
い
て

徴があります。一方、戸山 。大久保 。所沢キャン

パスではいずれも4割程度が「キャンパス内の飲

食店」で昼食をとっています。昼食の問題、とり

わけキャンパス内の飲食店の充実は、特に早稲田

キャンパスの重大な課題であるといえそうです。

POl‖TQ⊂ン⊃

い ら す か

無回答 37%

500円 ～700円
23.6%

300円 ～500円
48.0%

こで昼| とっていますか

全 体

ャンパス外コ ンキャ

167

男女別

男   性
(1,811人 )

女   性
(1,344人 )

245 4.526.1 4.7

7.3 158393

キャンパス別

早 稲 田
(1,500人 )

可 221 ( nn I40.2 ６
　
昼
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(610人 )

161 |
77205 64

大 久 保
(671人 )

8.327.1

11.1238 130所
(324人 )
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売店で昼食を購入している層と弁当を持参 して

いる層の場合、実際に飲食している場所はキャン

パスによって大きく異なっています。性別の違い

をみると、男性は教室で昼食を食べる割合は相対

的に低 くなってお り、逆に研究室で食べる割合は

高 くなっています。一方、キャンパス別では早稲

田キャンパスの学生は「教室」で昼食を食べる割

G目1困D

G日劉ID

男 性
(742人 )

女 1生
54.1

(779人 )

早 稲 田
(898人 )

60.2

戸 山
(190人 )

合が高く、大久保キャンパスでは「研究室」で食

べる割合が高くなっています。注目すべきは戸山

と所沢キャンパスで、戸山キャンパスの場合、「学

生会館」や「ベンチ」で昼食を食べる割合が高く

なっており、所沢キャンパスの場合には「ラウン

ジ」の割合が高くなっています。

研究室 ラウンジ 学生会館 の他教室 キャンパス外
べ

2.1

10

2.1

17

0.8

___」
100(%)

03

大 久 保
(291人 )

38.8
６
　
昼
一　
食

と回答 した人にお尋ねします。実

コ ン む ′́′

に に

ヾノ′́′ ス コ ビ むキ ヤ 外 店ワE 呂

の る かは すでど

ャ ンパ ス

4545.2 8.3

402 125 5.0

11.4 4551

キャンパス別

11.3

8.423.2 3.7

12.427.5 6.2

16.9 11.9 6.8

（０■
）

所

(118人 )

沢

20 40 60 80

19.6 33 122

209 3.4 14.3

20.3 3.6

18.2

27.9 10.5 21.6

13.1

44.9 5.1 13.6



戸山では座席不足、

大久保では値段が不満の主因
大学の飲食環境

現在のキャンパス内の飲食店に対して「満足し

ている」との回答は四分の一に留まっており、過

半数が「満足していない」と回答しています。特

に男性は「満足していない」との回答が 6割を超

えています。

不満足 と感じている理由としては、全体では

戸山で57.11%|が座席不足を、
大久保で33.11%|が値段を不満足の理由としている

「座席が足 りない」「値段が高い」といった理由が

多くなっています。キャンパス別に特徴が出てお

り、戸山キャンパスの場合「座席が足 りない」点

が挙げられている一方、大久保キャンパスでは

「値段が高い」ことが問題視されており、所沢キ

ャンパスでは「営業時間」に不満が高いようです。

満足している  
「

満足 していない どちらでもない

一
一「

鋼
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~T ~下~
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男 虹 800人)_
/

、ヽ_____

231 60.1 16.8

女 性 (■o34人)_

32.4 491 18.5

0
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40
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20 60 80

目暴回ヽ

100(%)

€{ttt,zstl.)

早稲田(817人 )

P01‖ TQ⊂ンD

に満足 していますか現在のキャンパス

した にお尋ね します その理と回 は ロ ですか「満足していない

iが足 りない その他

9.111.9

10412.3
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96 目5757196
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0
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23.9

21.5

9.1
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3.440.7

15.7

33.1

233

5.110.6 57 41.6 3.9



ス ペ現在のキャンパス で の

― ス いますかは

またキャンパス内での飲

食スペースについても「不

足 している」との回答が 3

分の 2弱に達 してお り、キ

ャンパス内の飲食関連の店

舗数についても「増やして

ほしい」との回答が多 くな

っています。

キャンパス内全体での食

事 に関す る要望 は高い順

に「座席の数」「値段」「メ

ニュー」が挙げられていま

す。

実 際 に は男性 の場 合、

「値段」 と「座席の数」についての要望・不満が

同じ程度に高いのに対 して、女性の場合には「座

席の数」のみが高 くなっています。「メニュー」

については女性に不満が多 くあるようです。

キャンパス別の特徴はここまでの質問のまとめ

のようになってお り、飲食店 。売店の「場所」が

問題となっている、つまりそもそもお店が足 りな

い早稲田キャンパス、お店はあっても「座席の数」

が十分ではない戸山キャンパス、お店はあっても

「値段」に不満が出ている大久保キャンパス、座

席数は比較的あっても「メニュー」と「営業時間」

座席の数

に注文がついている所沢キャンパス と、それぞれ

のキャンパスで抱 えている問題はかな り異なって

いることが示 されました。

全体 として現在の早稲田大学の飲食環境は学生

が満足するにはかな りの改善策が必要になってお

り、 しか も問題はキャンパスごとに多様で個別化

している状況だといえるでしょう。食についての

認識を深めるためにも、学生の自覚の高まりに任

せるだけでなく、大学としての具体策を示してい

くことが、健康的で充実した大学生活を実現させ

るために必要となっているようです。

値段 営業時間 場所¬ その他メニュー

全  体
(3,076人 )

CttD
329

いますか
で現在のキャンパス

は

無回答
3.5%

11

で

足 りている

20.0%

不足 している

64.79る

無回答
3.0%

どちらでもよい

30.79そ )

増や してほしい

46.1%

増やさなくてよい

20.3%

キ ャンパス で の す る:こむ は ですか

全 体

164 277 7.7

男  性
(1,753人 )

338 141 68 64

女  性
(1,323人 )

358 215 104

キャンパス別

早 稲 田
(1,453人 )

340 147 69 129 37

戸  山
(602人 )

485 186 21.1 4.8 42
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所  沢
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